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ほせんく 保線区 国鉄の鉄道管.I'J!局の現業機関。そのおもな

担当業務は線路， 建設物 (建物 ・ ずい道 ・ 橋りょう等) ， 位置械保

安設備および鉄道林の保守および施工ならびに線路用総材の保

守， 用地の管理および保~:， 駅十時外の踏切の右9'である。しか

しru物と j日地のうち建築区および発電区で保守および施工をし

ている建物， 建築|玄で管理をしている建物}目地の 11V也ならびに

管財区で'ì1FJ!および保守をしている用地は除かれる。なお機械

保安設備の保守および施工を担当している保線区は，大体にお

いて比絞的列車の運転回数が少なく，また保安設備が電気化さ

れていない路線を姐当している保線区である。

保線区の抱当本線延長キロは， 災害地区，降雪地有?， 都市電

車線地区， ずい道地区その他の特殊事情により .55 km から 210

km に及んでいるが， 70-140 km がその大部分をしめ， 全国平

均は 102 km である。また担当建物密度 ( lkm 当り保守田政)

は，全国平均 221 m'/km である。

保線区は l 局に 4-14 (平均日)設位されており総数は 223 で

ある。なお保線区に線路分区をti1 き ， これをさらに線路班に分

けている。また機械保安設備をffi当する保線区では信号分区を，

建物をも担当する保線区では建築分区(または営繕土駐在)を

世いている。保線区長が置かれ， 鉄道管理局長の指llllを受けて

助役，事務掛，用品j'!f，技術掛，線路分区長， 信号分区長，~

2産分区長， 工事士， 笛繕士， 滋林土， {{#:材土， 信号保安掛， 線

路工手長，線路工手副長， 線路工手， 建築工手長，建築工手，

技工， 技工見習， 営林工手長，営林工手， 自動llï運転士， 用地

手， 用品手， 踏切主主手，雑務手を指印![;~1j し，保線区に属する

一切の業務を処理 している。これらの職JJ.を保線区従事民とい

い約 50，500 人(国鉄の総職員数の約 11 % )し 、 る。(宮坂正直)

ほせんさぎ よ う 保線作業 線路，建造物，付稲用地ならびに

保安設備の保守作業の総称であって， '9列|リl同耳平1を安全かつ円討

1転訟させるため， これら施設を盟主視または縦持施工するいっさい

の業務を L、う。狭殺には軌道およびこれに直接十i 相する建造物，

~iI銚，用地の保守作業をいう。昭和 23 ・ 3 ・ 17 欽施第 290 号保線

施設関係仕業分類により分類され， 線路工手作業表は昭和1 27 ・

12 ・ 26総裁主主第 745 号施設関係統計凶表整備心得の第 25 号機式

により定められている。

上記胞設関係仕業分類には線路工手仕業分類， 保安鍋(特命

線路工手を含む)仕業分努l，工事工手仕業分類， 建築工手仕業

分駕lが含まれているが， 通常{来線作業の内容といえば線路工手

作業表による も のであ って ， この名称 ・ 樋奴lはつぎのとおりで

ある。

l 似路作業

(1) レ ー ノレ作業 ア レ ー ノレ更換 イ レ ー ノレ燦替および伝

快 ウ レ ー ノレく せ直し エ 護輸レ ー ノレ書ii補修 オ レ ー ノレ

塗ilh カ レ ー ノレフ ロ ー 目11正 キ レ ー ノレ感金 F その他。

(2) 紋自作業ア継目板吏換イ縦8板補修ウボー

ノレト補修 ェ ν ー ノレ遊間整正 オ レ ー ノレ旬進(ふくしん)防

止装位補修カ その他。

(3) 軌間作業ア軌間整正 イ 犬釘 (いぬ く ぎ)類干ilì修

ウ チ ヨ ッ ク補修 エ その他。

(4) 枕木(まくらぎ)作業 ア 枕木更換イ 枕木{立i位獲正

ウ 枕木干iIì修 エ枕木制止 オタイ プレ ート 補修カ レ

ー ノレ小返り直し キ 橋枕木繋材修理 !/ m枕木パッキング

補修ヶその他。

(5) 道床作業ア斑(むら) 直しイ 総偽(っき) 匝!めウ

こう上低下 エ カソ ト付替オ 巡 り直し カ道床吏換

キ道床整理! !/ 道床補充 ヶ 道床節分(ふるいわけ) コ

その他。

(6) 路盤作業ア施工ilili面接理 イ 路鍛排水 ゥ lVi.取

革メIJ ェ 法(のり)函補修オ側溝手入力その他。

( 7) 踏切j近作業

(8) 分岐;出作業ア全吏換 イ部分史j央 ウ レー ノレ (付

属品 とも)およひ.部分品補修 エ レ ー ノレ遊IMI蜂理オ斑直

し カ 軌I問および巡 り 型車正キ 枕木更j奥 P 枕木干IIì修

ケ道Jjf(9!拒絶コ道床整理サ道床有Iì充 γ 道床飾分

スその他。

削除雪作業ア 除雪 イ 雪かき 111衆込み ウ防雪工

干IIì修 エ 結氷取除きオその他。

(10) 凍上作業ア挟木(はさみぎ)製作イ 挟木そう入補

修および撤去 ウ 特極チ ヨ ック 取付補修お よび撤去 ェ そ

の他。

(1 1) 雑作業ア橋梁作業イ 下水および伏樋 (ふせび)作

業ウずい泊作業 ェ 諸傑作業オ柵思作業カ総具

作業キ材料作業 P その他。

2 保安作業

( 1 ) 保守検査.ア巡回検査 イ 局部検査ゥ一般検査。

(2) 修理作梁ア信号装世作業イ iili即J装置作業ウ

転鰍装位作業 エ その他。

(3) 調査。

(4) その他。

3 踏切J笹手代務

4 巡回

5 笹 田Ii ( 1 ) 特別列車答日jj (2) 一般主主戒 (3) 徐行

監視。

6 事 故 ( 1 ) 巡総事故応急および復旧 (2) 災怨応急

および復旧 (3) その他。

7 剥 査 ( 1 ) レー ノレおよび付 属品 (2) 枕木Iii'i (3) 

道床 (4) 分岐総 (5) その他。

8 "'" 督 (1) 閉鎖工事監督 (2) トロリ 一指j!~ (3) 

工事蛇督 (4) その他。

9 検 査 ( 1 ) 線路検査 (2) 建設物検査 (3) その他。

1 0 工 事 ( 1 ) 鉄道経世支弁工事 (2) 工事経政支弁工

事 (3) i1i'1阪工事 (4) その他。

11 その他 ( 1 ) 訓練 (2) 会談 (3) 労組関係 (4) 公

休 (5) 年次有給休暇 (6) 欠勤 (7) 出助車b (8) 入助動

(9) 公傷 (10) その他。(伊知1 )也堅一)

ぼせんさぎ よ うきじゅん 保線作業基準 保線作業の能率化

と 的被化を目的として研究決定されたも ので， つねにこれに準

拠して作業に従事すべき ことを明示したものが作業蕊準である

が， 軌道整備心得に定められている L作業は別に定められた る

作業基準により行うぺし1 の精神に よ って，制定したものであ

る。現在制定されているものには， 基準 と 際準 と 2 様に呼ばれ

ていてその区別は判然 と しないが， しいてこれを年代的に分け
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